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H61derlinはTiibingen入学後間もなくMaulbronnからRhein'､
かけて5日間の旅をしているが，そのうちの1日をさいて，1788年6月3
日はじめてこのHeidelbergを訪れている．途中母にあてて，この古い町
の印象を次のように書き送っている．
「この町はとても気にいりました．静かなたたずまいは殊に美しく，あ
りし日をほうふつとさせるものです。ネッカーをはさんで町の両側と後方
を急傾斜の深い山々がとりかこみ，それらの上に，古い畏敬すべき城ｶﾇ立
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っています． （中略）そこに新しい橋がかかっていますが， これがとくに僕
の注意を惹くものでした．…」
しかしこの最初の印象もOdeに歌いこめられるほどの強い詩的感動は
与えていないように思われる． このあと7年後の1795年6月Jenaからの
帰郷の折，同じく12月末Frankfurtへの旅の折，それから3年後の1798
年11月友人Sinclairと共にRastattへの旅の折，そして1800年5月末か
ら6月始めにかけてHomburgからの帰郷の折と5回この町を訪れてい
る． この5回のなかには単に馬車等で通過した程度のものも含まれてい
る． ところで， ここでこの詩の第3節をみると，前の二節が現在形である
のに対し，あざやかな対照をなすこの過去形の描写は， この詩がFiktion
でないことを示すと同時に，後々の訪問の一つ，おそらく1800年の折（こ
れは丁度1795年Jenaからの帰郷の折と同じ時期にあたっている点に注意を要する）
には，すくなくともすでに1798年に草稿のできあがっていたこの詩の完成
を強くうながしたものといえる．つまり，草稿のときよりは，はるかに高
まってきている時間的緊張感が，第3節に挿入されている副詞einstにこ
められているところに注目する必要があろう．
1795年の初夏，当時あまりにもちかよりがたかったSchillerの重圧感，
強力な権力の意識を高揚するFichte,自然を敵視する理性主義・観念論
の縛めから逃れるようにしてやってきたこの町の静かなたたずまいは，敬
虚な自然への感謝の念に満ち，一切の存在に自然，つまり生命をみようと
するこの若き詩人の心をとらえて離さなかったことであろう．
ときあたかも初夏の陽光が緑なす山野に滋雨のごとく降りそそぎ，歴史
を秘めた城郭や悠久たるNeckarの流れは，詩人に語りかけることを秘か
に待ち望んでいたに違いない．
H61derlinにとっては，この未知の，育ったこともなければまして長く
住んだこともない，彼の生長になんの不断の影響も与えていないこの町
に，親しみをこめて,,M"""'rと呼びかけていくのである．
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いつの頃よりわたしはあなたを愛していることかわたしは心より
たくみ
あなたを母と呼び技巧なき一つの小曲をあなたに捧げたい
みやこ
すでに多く見し祖国の都市のうちにて
風光あなたに優れるものありはせぬ
高潔なものに満ちあふれ，心の奥深くに芽ばえ生長していった豊かな悩
みと知恵への感謝を，一つの小曲(2""""sMsL"のに托して捧げようと
する．
あなたの岸辺を輝やき過ぐる流れの上に
森の小鳥山の頂きを飛びゆくがごとく
軽やかにしかも力強くかかるれ橋の上
人は往きかい馬車はとどろと過ぎゆく
この第二節には早くもH61derlin特有の力強い動きがあふれんばかりに
漆ってくる．流れにかかる橋を，山を越えて飛ぶ烏にたとえ，弓状に孤を
描いてかかる姿をsib"sc伽/"9F〃（ゆれ動く）という動詞で表現している．
詩人の眼は，橋を静止した形態とみているのではなく，一つの岸から他の
● ● ● ●
岸へと動くものとしてとらえるのである．
この動的な描写こそ,H61derlinの全作品にわたる顕著な特色であるが，
ここでこの馳堀g伽噌とほぼ同時期の作品DesMorge"sの冒頭の二節
を引用してみよう．
I/b"@ZZz"eg〃""deγ肋se";69z"eg伽"eγ
師〃Sc幼〃〃g〃""eQ"e""eBwc"e"g"
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Geめり伽sかe舵〃γ〃此加F地加加e〃doγ＃，
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● ● ● ●
芝生は露にかがやきざわめきて
● ● ● ● ● ● ●
はやくも 目ざめし泉は急ぎぬ白樺は
● ● ● ● ● ● ●
ゆらめく首をかしげ繁り葉は
● ● ●
さやぎきらめく灰色の
雲をめぐりてほの赤き炎はたなびく
● ● ● ●
日の先触れの炎は音もなく湧き立つ
渚の波のごと高くまた高く
● ● ● ●
移るいやすき炎は波うちぬ
わずか八行のなかに運動を示す言葉がこれほど重なり合っていることは
他の詩人にあまりその例はみられず， この詩がH61derlinの自然を運動
の相においてみる好個の例の一つとしてとりあげられてよいであろう．
自然をかように生命あるものとしてみた詩人は,H61derlinだけにとど
まらないことはいうまでもないが，彼のように倦むことなく自然の秘密，
自然の啓示を歌いつづけた詩人は稀であるといわねばならない．
ときに，史実によるとこの橋は,,DiealteNeckarbrUckel@と呼ばれ，
1786年から1788年にかけて建設されたもので，当時H61derlinが1788年
6月に始めて訪れたときは，丁度できあがったばかりの新しいものであっ
た， と記録に残っている．
その後Fr.Hebbelが1836年7月14B,Heidelbergから友人VoBに
あてた手紙のなかで， 「丁度，つばめが飛んで弧を描くように， すらりと
した橋がNeckarをまたいで，威風堂々たる城門の方へと架かっている.」
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という風に描いているが，二人の詩人の描写には興味深いものがあろう．
さて，その橋を車や人々の群が渡っていくが， この動きのなかに詩人
H61derlinも加わっていく．彼は橋の入口にたたずみ遠くの方を眺める．
下方にははるかNeckarが流れていく．この流れの彼方をうつすことによ
● ● ● ● ● ●
って，読者である第三者に， この動きそのものと動きの悠久性，ひいては
究極の動きのなかに己を対時させてみせようとする．川の流れに乗った視
● ●
覚の動きは，岸(Ufer)によってとらえられ，『岸が流れを見送る』 （第5
節参照）という表現のなかに， 「ある位置に立っていながら， しかも一方進
んでいくように思わせる」いわゆる反射鏡的な描写手法をこらしている点
注目していきたい．
第三節に至って詩人は，己が運命の必然を回想の形式に求め，詩的な言
葉を探し求めていく．
神々の送り給いし一つの魅力こそ
わたしの心をとらえたのだ－
あわい
かって橋の上より山々の間に匂う
はるか野を見やりしとき
わこうど ながれ おおのら
青年の河流は平野をひたに走りい－この心情
ほう
愛しつつ身を亡ぼすもあまりにも美しやと
ときよ ながれ
時代の潮流に身を投ずるときのごと
悲しくも喜ばしげに
生と運命が際限なく拓かれている若人に流れをたとえ，彼独自の神話的
世界への還流を試みようとする． この無限性への突入は『悲しくも喜ばし
い」色調を帯びてくる．つまり，町を離れて平野へと急ぐNeckarの流れ
を，はげしい情熱に駆られる心にたとえ，それがわれながらあまりにも美
しく，愛のために亡びゆくことをいとわず時流（無常の）に身を投ずるの
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である． ”〃α"γ垣加"“とは，母なる町に別れる悲しみと，憧れにその身
を委ねる嬉しさとが交錯するのをいうのであって，すべての愛する友から
の別離， 自己の放棄，美しく生あるものからの剥奪が〃α"γ垣であり，縛
めからの自己解放が，深い感動と歓喜の戦標にうちふるえるよろこび方0〃
なのである．
この”かα"惚加"‘のごとき二つの相反する言葉の結合(Koppelung)は，
とくにH61derlinのSophokles雛訳のなかにも随所にみられる.Odipus
悲劇には, Xpﾂび6orpojoくをheiligfalsch(聖にして罪深き),Antigoneで
は，それに相応するギリシア語の無いところを文意からZornigmitleidig
(怒りつつも心寄せて）等にみることができる．
この”かα"γ老ｸ'0"‘‘は次の第5節以下において，像を描き，音調を響か
せながら映しだされてくる．
あなたは彼－2霊達署に山々の泉をさらに
涼しき樹蔭を贈りいずこの岸も彼のゆくえを見送りつ
流れゆく波のまにまに岸の辺の姿ぞ
ゆれつつも映えぬ
ひたはしるもの
この逸走者硫れ）に”賊〃ん､Sb加がe"f,(涼しき樹蔭）はしばしの休息を
与えようとし， また，血潮のように燃えたちながら限りなき憧れを抱くこ
の若者の心を，優しく鎮めようとする．同じように,,Q"e此"“も無限を渇
望する者の渇きを潤おしてやろうとするが， これらの優しい働きかけも彼
の歩みを止めることはできず，岸辺はただ驚きつつも優しく見送るのみで
ある．だがここにもまた， この流れゆく者と見守る者との間に秘やかな語
りかけ， ‘漂動を通じた共感がみられることに注意しなければならない．
追放されし旅人のごとき詩人H61derlinは，たゆまなき自然の摂理を
感得するうちに,heimatlosな感情は消え去り，いよいよ詩人としての天
’
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I賦の務めを強く自覚していくのである．
かくて，彼の視点は流れに対照する城へと向けられる．大地にしっかと
足をふんばらせた力量感あふれる建物の象徴としての城は，古い歴史の重
みを語りかけるかのように谷間へとうち迫っていく．
さわれおもおもしげに谷間に臨み
さだめ
くさぐさの運命を径にし大いなる城を見よ
あらし
幾年月の暴風雨にうらぶれ果てしその姿
されど永遠の太陽は－
その若やぎの光を年ふりし
巨人の姿に注ぎ城壁のめぐりには
きずた
常春藤緑に生い繁り森の樹々は親しげに
城郭めざしてぞざわめきかかりぬ
ここでもまた城は，山腹に静止する姿としてではなく，谷へ向かって傾
き落ちてゆく運動としてとらえられている．前置詞inはここでは運動の
方向を示して四格を支配し，〃‘asルノ“となっている点に注目したい．
これは，単に横に一平面にのみ着眼しないで，縦に上下の運動をも加え
るものであって， この詩に限らずHOlderlin固有の自然観一世界観に
根ざす，彼の詩作の全領域にわたる動的な空間形成を示すものである．
この第六節ではまた，重く暗い母音が独得の音像(Klangbild)を描き，
短かく鋭い二重子音(Doppelkonsonanten)を伴なうe及びi音が三行にわ
たってみられるが，最後の行に至って一際目立つ不協和音が発せられてい
る． これは， くずれかかった城を中心においたdionysos的な自己の破
砕， あるいは英雄的な生存の具象としてのTheseに対して，決然的な
dochで強調され，より高い感覚を持つAntitheseの関係においてみるこ
とが出来る．そしてこの二つの表象は第三の表象へとaufhebenきれてい
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肯定的・建設的なMotivが一際強く光を放ち，行間には力強く生気が
脹り，喜びがあふれてくる．歌いあげられる対称のほとんどには， 明る
く，生を肯定する形容語句， たとえば肋e〃狸γ,方e"加耽"e,"eγ"，
介助此"2〃などが与えられ，この新しい，いわばsynthetischな働きかけ
がこの詩の最終節を盛りあげているのである．
潅木は麓原かけて花咲き乱れ－その果ては
片岡に寄り添いつあるいは岸辺をなつかしみ
ちまた
あなたの喜び満てる街路
そのお
花香る園生のもとに憩らわん
城郭は今や自然の摂理に適い，永遠に降りそそぐ光がAtherの住家で
ある無限の高みより祝福の言葉を贈り，常春緑の緑は，生命の尽きること
のなき活動と憩のヴェールで城を優しくつつみ，親しげに挨拶をかわすの
である．
この最終節の最後の動詞の時称が現在形に立ち戻っていることに眼を向
けたい．
H61derlinには生涯Ruheが訪れなかったことから，これは詩人の強い
祈願でもあり，中段においての回想形式から現実世界への視点の帰趨的な
展開，つまり弁証法的帰結といってよいであろう． ”γ"伽‘‘ という丸味を
帯びた響きは，現実社会において満たされることのすぐなかった魂のやす
らぎを， この愛する祖国の大地に見いだした喜びにほかならないのであ
る．
傷つき疲れ果て，死をも決意したあのHyperionの心を鎮めたのは，祖
国ドイツの春であった．それは，生命をしずかにたたえて憩う自然ではな
く，たえず語りかけ働きかけてくる自然一生命力であるからこそ，渇望
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せる旅人の心身を癒やすことができるのである．
日月星辰も，山河草木も，在るところにとどまって黙していないで，動
いて，歓呼の声をあげて，彼を迎えるのである．
ありとある一切に numinos (超理性的） な力として作用する自然は，
われわれの上に，われわれのうちに，個人にも，民族にも，働きかけてい
る．運命といい，歴史というのもまたこの働きでなければならない．そし
てこの力をわれわれが最も具象的に，明らかに把握し得るのは外界の自然
現象においてである．それ故 Holderlinはたえず気象，風景を歌い， そ
れによって神々の力を世に示そうとしたのである．彼が Atherを父と呼
ヘーロス
び，また河流を聖雄と呼ぶとき， それは芸術的・修辞的な擬人法ではな
く，そのままの宗教的な体験なのである．
つねに自然の動きに眼を向け，流動の相において自然をとらえようとし
た Holderlinにとって，この詩にも歌われている河流は最も愛好する形
象の一つであった，といえよう．
このように故郷の山河を歌った詩篇は，この Heidelbergを始めとし
て数多くあるが， 1800年前後に至り Holderlin独自の自由韻律による後
期讃歌， たとえば Archipelagus,der Rhein, der Wa叫erer,Germanien, 
Heimkunft等がその壮大な構成と Handlung,次元の高い多彩な Metap-
herをもって後世に不滅の詩業を成し遂げていくまで，なおしばしのオ月
を要するのであるが， ともあれこの詩 Heidelbergが， それらにつながる
一つのプレリュードを奏でている，といえよう．
（未完）
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Heidelberg Hölderlins 
--Zu den späteren Hymnen Hölderlins--
Tetsuo Yamamoto 
Die Phänomene in Hölderlins Dichtung sollen anhand einiger 
besonders charakteristischer Textstellen untersucht werden. Das 
Gedicht Heidelberg ist besonders voll Bewegung. Die Bewegung 
des Blicks wie die des Stromes wird durch die Ufer aufgenommen: 
sie sehen ihm nach, in der Spiegelung nämlich, die an der Stelle 
bleibt und doch fortzuziehen scheint. All die Erscheinungsweisen 
des Grühnens und Blühens ; Sträucher, Rasen, Blumen, alles, was 
am Berge wächst, kommt in lieblicher Fülle bis in die Wohnstadt 
herunter. 
Aus der visionären Berührung mit diesen Erscheinungsweisen 
entspringt die ganze Bewegung des Gedichtes. Sie wird nicht 
ästhetisch in das objektiv Daliegende hineingeschaut oder lyrisch 
darin empfunden, sondern offenbart sich dem sehenden Auge als 
überall waltendes Geheimnis. Die Zeit, der Strom bedeutet für 
Hölderlin kein bloßes Nacheinander des Geschehens, sondern das 
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strömende Sein des Daseins selbst. 
Dieses Gedicht ist das Präludium zu den späteren Hymnen 
Hölderlins. 
(Fortsetzung folgt) 
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